
特集「障がい」があっても ふつうにくらす
市の財政状況をお知らせします

新しい農業委員会委員を紹介します

市営住宅空家待機者定期募集

19年度　人事行政の運営等の状況〔概要版〕を公表します

12月1日から子育て家庭優待事業が始まります

市役所関連施設 年末年始の業務案内

�緊急医・カレンダー　�特集　�ニューススポット

�お知らせ　�ほのか診察室　�しみんのトビラ　�心の栞
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今月の人口
平成20年11月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比
　の合計と異動事由の集計が一致しない
　月もあります。

総人口… 51,634人（　＋6）

男……… 25,364人 （　 0）

女……… 26,270人（　＋6）

世帯数…………16,476世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所
夜 間 診 療 所

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

出生……31人

死亡……38人

転入……114人

転出……101人

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

12月　7日（日）・　14日（日）

　　　21日（日）・ 23日（祝）

　　 28日（日）・ 30日（火）

　　　31日（水）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

平日／午後7時～午後11時

平日／午後7時～午後11時

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

しんしろフィットクリニック

中根医院

米田内科

のだクリニック

内山医院

宮本病院

中村医院

西新町内科整形外科外科医院

星野病院

中村医院

茶臼山厚生病院

ほうらいクリニック

今泉病院

くまがい医院

村松内科

高木内科医院

ちさと医院

静巌堂医院

ながしのクリニック

星野病院

西新町内科整形外科外科医院

荻野医院

ほうらいクリニック

織田医院

くまがい医院

緑が丘診療所

茶臼山厚生病院

村松内科

あいきょうクリニック

今泉医院

おさだファミリークリニック

( 川路 )

（本町）

（平井）

（中市場）

( 平井 )

( 海老 )

（的場）

(東新町)

( 大野 )

（的場）

( 富沢 )

( 大野 )

( 栄町 )

( 富永 )

（東新町）

( 栄町 )

（杉山）

（副川）

（長篠）

( 大野 )

(東新町)

（長篠）

( 大野 )

(下吉田)

( 富永 )

(緑が丘)

( 富沢 )

（東新町）

(大野田)

(玖老勢)

( 本町 )

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

内科、小児科

診 療 時 間

午後8時～午後11時

（受付／午後7時30分～午後10時30分）

開　設　日

月、火、金、土曜日（祝日除く）

年末年始〈12月29日（月）から

1月3日（土）まで〉は休診になります

開 設 場 所

新城市夜間診療所

新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

☎24-1161

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

5

24

金

水

夜

夜

7

9

日

火

昼

夜

16 火 夜

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）
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金
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金
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火
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火

水
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火
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内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

住宅

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

※30日（火）は歯科のみ開設

案
内
板

新城市
夜間診療所

新城市夜間診療所位置図

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

人権週間（～10日）�

世界人権デー

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館　【西】西部公民館　

【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター【観】観来館　【開】作手開発センター

世界エイズデー

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　【開】作手開発センター

特別貸出期間（～27日）【文】（図）

体育室親子無料開放（午後）【青】

年末年始休館（～3日）
【文】（図）

仕事納め

天皇誕生日

大晦日

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】
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こ
れ
は
、
障
害
者
基
本
法
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
基
本
的

理
念
の
一
部
で
す
。

　
「
可
能
な
限
り
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
営
み
た
い
。
自
分

の
人
生
を
自
分
自
身
で
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
こ
の
よ
う
な
自
己
決
定
・
自
立
を

実
現
す
る
に
は
、
地
域
全
体
で
寄
り
添
い
、
支
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
障
が
い
は
私
た
ち
に
身
近
な
も
の
で
あ
っ
て
、
特
別
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
特
集
で
は
、
障
が
い
が

あ
っ
て
も
、
い
き
い
き
と
暮
し
て
い
る
市
民
を
ご
紹
介
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
普
通
に
暮
ら
す
た
め
の
支
援
の
仕
組

み
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

第2回　市民福祉フォーラム　「共生と自立の街づくりに参加しよう」

１
　
す
べ
て
の
障
害
者
は
、
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら

　
　
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
保
障
さ
れ

　
　
る
権
利
を
有
す
る
。

２
　
す
べ
て
の
障
害
者
は
、
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と

　
　
し
て
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

　
　
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。

日　時　12月13日（土）午前10時～午後4時30分
場　所　新城商工会館 大会議室
連絡先　社会福祉法人 新城福祉会 レインボーはうす　�24-1313

※
今
回
の
「
障
害
」
の
表
記
は
、
法
律
な
ど
に
基
づ
く

　
も
の
は
「
障
害
」
、そ
れ
以
外
は
「
障
が
い
」
を
使
用

　
し
て
い
ま
す
。
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企
業
で
働
く

　
障
が
い
の
有
無
に
関
係
な
く
、

一
人
の
市
民
と
し
て
地
域
で
生

き
て
い
く
こ
と
は
、
あ
た
り
ま

え
に
保
障
さ
れ
る
こ
と
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
、
多
く
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
内
に
も

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
一
人
の

市
民
と
し
て
生
活
し
て
い
る
方

が
い
ま
す
。
そ
の
方
の
一
日
を

通
し
て
、
支
え
あ
っ
て
生
き
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
や
地
域
の

中
で
普
通
に
く
ら
す
姿
を
紹
介

し
ま
す
。

　市では、障がい者の自立と共生のためのまちづくりを進めています。障がいのある人の生活の不便さが

少しでもなくなることは、誰もが快適に暮らせるまちになることです。

　ともにまちづくりをしていきましょう。

担当職員から
　コツコツと根気よく、仕事をこなし

てくれます。言われたことはきちっと

やり、他の従業員も見習いたいところ

がたくさんあります。

　とてもハニカミヤさんだけど、あい

さつもしっかりできますし、優しい笑

顔でみんなから好かれています。これ

からも多くのことにチャレンジして、

バリバリ仕事をしていってください。

白井さんのコメント
　私は市内の文房具工場で働いています。文

房具が好きなので、仕事をしながらいろいろ

なペンや鉛筆などを見ることができて楽しい

です。入社して一年半ぐらいだけれど先輩の方々

が優しく親切に仕事を教えてくれるので、仕

事もしやすいです。がんばって就職できて良

かったです。

世話人さんから
　親元を離れ、仲間と暮らしていく

中で、自分のことは自分でやること

の大切さと必要性を身に付けてきま

した。

　一人じゃないから、できないこと

も助け合ってがんばれると思います。

生活にも仕事にも余裕が出てきて楽

しく暮しているようです。

　
白
井
さ
ん
は
石
田
地
区
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
5
人
の
仲
間
と
と
も
に
暮
し
て
い
ま
す
。

平
成
16
年
10
月
か
ら
市
内
の
授
産
施
設
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
就
労
支
援
を
受
け
、
平
成
19
年

5
月
か
ら
市
内
の
一
般
企
業
に
勤
め
て
い
ま
す
。

親
元
を
離
れ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
と
と
も
に
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
世
話
人
が
お
り
、
調
理

や
洗
濯
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
）

市民編集員からひとこと
　本当の親子姉妹ではないけれど、ひとつの家族のように生活し、職場でも従業員の一人として同じように仕事
をこなす白井さんです。周りの人のほんの少しずつの支えが必要なだけなんですね。

白
井
幸
代
さ
ん
の
一
日
を
通
し
て
…

就
職
を
希
望
す
る
方
は
就
労
移
行
支
援
事
業
を
利
用
し
て
、

就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自転車に乗り、

さっそうと仕事

場に向かいます。

午前9時から午後4時まで

休日にはヘルパーさん

と外出。

ラグーナに行きました。

お買い物ができて楽し

かったです。

休
日
な
ど
に
は
、
移
動
支
援
事
業
を
利
用
し
、

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
支
援
を
受
け
、
外
出
も
で
き
ま
す
。

午前8時30分

午後6時ごろ

※地域で暮らしやすくするために福祉サービスを活用してください。

※就労移行支援事業　一般企業などの就労を希望する人に一定期間就労に必要な知識および能力向上のために必要な訓練を行います。
※移動支援事業　屋外での移動が困難な人に対してヘルパーが外出のための支援を行います。（障害の種類や程度によって利用できない場合もあります）

「障がい」があってもふつうにくらす
特集「障がい」があってもふつうにくらす。4ページと5ページの記事は、市民編集員による取材・編集です。

し

ぎ

ん
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目
・
耳
・
口
・
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
な
ど
に
、
一
定
以
上
の
永
続
す

る
障
が
い
が
あ
る
場
合
に
交
付
さ
れ

ま
す
。

　
「
脳
梗
塞
の
た
め
に
腕
や
足
に
麻

痺
が
生
じ
て
自
力
で
歩
行
が
で
き
な

く
な
っ
た
」
「
癌
の
た
め
に
膀
胱
や

直
腸
を
切
除
し
た
こ
と
に
よ
り
、
通

常
の
排
泄
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
こ

の
よ
う
に
、
よ
く
耳
に
す
る
病
気
が

原
因
で
体
が
不
自
由
に
な
り
、
身
体

障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
平
成
20
年
10
月
1
日
現
在
、
市
か

ら
2
千
18
冊
の
身
体
障
害
者
手
帳
が

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
脳
で
情
報
を
適
切
に
処
理
す
る
能

力
（
読
み
書
き
、
計
算
な
ど
）
の
障

が
い
が
お
お
む
ね
18
歳
ま
で
に
現
れ
、

日
常
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
た
め
、

何
ら
か
の
特
別
な
援
助
を
必
要
と
す

る
状
態
の
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
10
月
1
日
現
在
、
市
か

ら
343
冊
の
療
育
手
帳
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
統
合
失
調
症
や
う
つ
病
を
は
じ
め
と

す
る
精
神
疾
患
を
有
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

精
神
障
が
い
の
た
め
長
期
に
わ
た
り
、

日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活
へ
の
制
約

が
あ
る
場
合
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
10
月
1
日
現
在
、
市
か
ら

185
冊
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が

交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
と
い
う
言
葉
を
一
言
で
説
明
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
っ
て
、
長
期
に
わ
た
り
日

常
生
活
に
相
当
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
態
を
一
般
的
に
障
が

い
と
い
い
ま
す
。

　
障
害
者
手
帳
は
、
障
が
い
者
の
生
活
を
支
援
す
る
も
の
で

す
。
市
で
は
「
身
体
障
が
い
」
「
知
的
障
が
い
」
「
精
神
障

が
い
」
に
関
す
る
障
害
者
手
帳
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

（知的障がい）

　病気などによる心身の不調・不具合があるため長期にわたって日常

生活や社会生活に相当な制限を受けている状態

もくせいの家ほうらいの作業風景

やすらぎの家の作業風景

西部福祉会館地域活動支援センターの風景

障害者手帳とは

手続きなどの詳細

障害者手帳は日常生活を支援するためのものです。障害者手帳の種類や程度に応じて、手当の受給や税の減免、福祉

サービスの利用などいろいろな施策を利用できるようになります。また手帳を提示することで公共交通機関や施設な

どの利用料金が安くなる場合もあります。

障害者手帳に関する窓口は、本庁 福祉課、鳳来・作手総合支所 市民福祉課です。

お近くの窓口までお気軽にお問い合わせください。

福祉課　　　☎23‐7624
市民福祉課　☎32‐1982
市民福祉課　☎37‐2211

●問 ■本
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「障がい」があってもふつうにくらす
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う

こ

う
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う

こ

う
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つ

ほ

　
て
ん

てい じ
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障がい者

　
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
の

力
で
、
す
べ
て
の
問
題
が
解
決

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
一
つ
の
事
業
所
で
は
解
決

で
き
な
い
課
題
も
多
く
存
在
し

ま
す
。
障
が
い
者
へ
の
支
援
を

繰
り
返
す
う
ち
に
、
同
じ
課
題

で
前
に
進
め
な
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
の

課
題
で
す
。

　
地
域
の
課
題
は
、
そ
の
地
域

の
関
係
者
が
集
い
、
状
況
を
確

認
し
、
み
ん
な
で
克
服
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
仕
組
み
を
『
地
域
自

立
支
援
協
議
会
』
と
呼
び
、
今

年
度
か
ら
活
動
を
始
め
て
い
ま

す
。

　
少
し
ず
つ
で
す
が
、
障
が
い

者
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
出
来

始
め
て
い
ま
す
。
悩
ん
だ
り
、

抱
え
込
ん
だ
り
せ
ず
に
、
障
害

者
相
談
支
援
事
業
所
や
市
役
所

の
窓
口
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

障がい者

当事者団体 保健所

専門機関

相談員

相談員

相　談

　
障
が
い
に
関
す
る
相
談
や
支
援
は
市
が
行
い
ま
す
。
し
か
し
相
談
の
内
容
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
就
労
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
あ
り
、
障
が
い
の
特
性
を
踏
ま
え
た
専
門
性
の
高
い
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
新
城
市
で

は
、
障
が
い
者
の
支
援
を
し
て
い
る
事
業
所
に
こ
の
仕
事
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
委
託
を
受
け
た
障
害
者
相
談
支
援
事
業

所
は
、
相
談
員
を
配
置
し
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障害者相談支援事業所の仕事

ステップ１　相談員がお困りの内容をお聞きします。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
課
題
を
地
域
の
課
題
に

ステップ3　問題解決が難しい場合は、専門機関や地域関係者を集め

　　　　　　　 て、どうしたら上手く生活できるかをみんなで考え、そ

　　　　　　　 れぞれの得意分野でアドバイスや支援を行って、問題解

　　　　　　　 決を図ります。また、どうしてもうまく解決できないこ

　　　　　　　 とは「地域の課題」として記録に残します。

ステップ2　解決方法を一緒に考え、制度の説明や専門機関　　　　

　　　　　　　　（公共職業安定所・保健所など）の紹介をします。　　

　　　　　　 　場合によって紹介した機関へ同行します。

市役所

専門機関

相談員

紹介・同行

障がい者

制度の説明や専門機関の紹介

地域住民

サービス事業所

市役所

相談支援事業所その他の関係団体・機関

公共職業安定所

福祉相談センター

ステップ3で記録された

「地域の課題」

知的障がいに関する
相談場所

新城市障害者相談支援事業所
レインボーはうす
�月～金　

　午前8時30分～午後5時15分

�新城市矢部字本並48

��24-1313

身体障がいに関する
相談場所

しんしろ福祉会館
相談支援事業所
�月～金　

　午前8時30分～午後5時30分

�新城市字東沖野20-12

��23-5618

精神障がいに関する
相談場所

やまなみ会
相談支援事業所
�月・火・木・金　

　午前9時～午後3時

�新城市字下川23

��23-0087

新城市地域自立支援協議会

「障がい」があってもふつうにくらす

し

ぎ

ん

ほ

　
て
ん

こ

く

ふ

く
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地
方
自
治
法
第
243
条
の
3
の
規
定

に
基
づ
き
、
市
の
平
成
19
年
度
決
算

な
ら
び
に
、
平
成
20
年
度
上
半
期
予

算
（
9
月
末
現
在
）
の
執
行
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

　
平
成
19
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
231
億
8,
9
3
0
万
円
、

歳
出
が
222
億
2,
4
8
7
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
　
�

　
平
成
17
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
て
い

る
防
災
対
策
の
拠
点
施
設
と
し
て
の

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
、
消
防
施

設
・
設
備
整
備
と
し
て
の
高
規
格
救

急
車
の
導
入
、
平
成
18
年
度
か
ら
継

続
さ
れ
て
い
る
情
報
通
信
基
盤
の
整

備
、
鳳
来
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築

な
ど
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
は
、
新
た

な
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
の
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
は
じ
め
、
安

全
・
安
心
対
策
と
し
て
防
災
行
政
無

線
の
整
備
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

千
郷
小
学
校
、
新
城
小
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
な
ど
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

財
政
課
　
☎
23
‐
7
6
1
6

一般会計でみた１人あたりのお金

一般会計分 ……249億6,185万円

特別会計分 ……108億5,744万円

企業会計分 …… 70億3,196万円

合　　　計 ……428億5,125万円

土   地 ………  4,975,832�

建   物 …………  285,988�

基   金 …… 51億5,092万円 
交付税・国県支出金など

284,215円

財産の状況

負担された市税

145,434円 使われたお金

429,649円

市債の状況

民生費　43億132万円

市債
32億3,600万円

地方消費税交付金
5億1,203万円

県支出金
12億7,233万円

国庫支出金
18億56万円

諸収入
10億5,080万円

繰越金　9億9,694万円

負担金など　5億906万円

市税　75億2,299万円

その他　15億2,465万円

総務費　45億749万円

消防費
21億5,620万円

公債費　28億827万円

衛生費
23億7,091万円

土木費　18億9,662万円

教育費　19億9,849万円

その他　21億8,557万円

地方交付税
47億6,394万円
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ShinshiroShinshiro

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 � 

老 人 保 健 特 別 会 計 � 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 � 

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 � 

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 � 

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

地 域 下 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 � 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 � 

大 野 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 � 

財 産 区 会 計 � 

新 城 市 民 病 院 事 業 会 計 � 

水 道 事 業 会 計 � 

工 業 用 水 道 事 業 会 計 � 

農 業 共 済 事 業 会 計 � 

243億7,726万円

169億6,259万円

46億1,170万円

47億9,709万円

37億1,182万円

1億9,986万円

13億3,533万円

6億6,562万円

11億1,298万円

920万円

7,985万円

―

2,890万円

4億1,024万円

71億4,144万円

51億2,970万円

17億2,473万円

1,176万円

2億7,525万円

484億8,129万円

231億8,930万円

166億5,833万円

45億8,165万円

47億9,649万円

34億7,176万円

1億9,820万円

12億8,573万円

6億5,528万円

11億1,263万円

869万円

5,295万円

―

5,910万円

4億3,585万円

61億605万円

45億9,920万円

12億3,390万円

1,203万円

2億6,092万円

459億5,368万円

222億2,487万円

161億2,157万円

44億5,187万円

47億8,194万円

33億5,364万円

1億7,964万円

12億4,689万円

6億5,408万円

11億754万円

847万円

5,276万円

―

1,721万円

2億6,753万円

66億5,399万円

49億4,607万円

14億3,649万円

1,051万円

2億6,092万円

450億43万円

214億9,453万円

133億2,470万円

49億3,439万円

5億779万円

36億5,381万円

2億1,750万円

13億2,269万円

5億2,120万円

9億3,420万円

890万円

5,840万円

9億330万円

2,720万円

2億3,532万円

69億1,508万円

51億13万円

18億304万円

1,191万円

―

417億3,431万円

103億9,787万円

43億5,686万円

15億6,865万円

4億1,103万円

15億888万円

1億241万円

1億3,036万円

8,013万円

3億8,947万円

225万円

87万円

1億6,281万円

0万円

0万円

23億8,950万円

18億5,394万円

5億2,942万円

614万円

―

171億4,423万円

83億5,559万円

50億9,143万円

20億2,984万円

4億3,474万円

14億1,972万円

8,370万円

3億3,001万円

5,753万円

3億8,822万円

180万円

480万円

3億4,107万円

0万円

0万円

27億439万円

21億3,484万円

5億6,506万円

449万円

―

161億5,141万円

予　算　額        収 入 済 額�      支 出 済 額�   予　算　額        収 入 済 額�       支 出 済 額

平成19年度　決算額

一　　般　　会　　計

特　別　会　計　合　計

企　業　会　計　合　計

総　　　合　　　計

会　　計　　名　　称
平成20年度（9月30日現在）

�

泉

京

一

服

部

康

房

山

田

文

夫

大

谷

至

弘

夏

目

徳

市

渡

辺

佳

裕

原 
 

辰 

弘

安

形

満

男

安

形

�

男

松

井

幹

郎

徳 

　 

定

稲 

　 

木

川 

　 

田

上 

平 

井

川 

　 

路

有 

　 

海

日 

　 

吉

中 

宇 

利

富 

　 

岡

一 

鍬 

田
新

城

地

区
（
選
挙
）

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

丸

　
山

　
和

　
男

安

　
藤

　
榮

　
人

今

　
泉

　
昭

　
俊

鈴

　
木

　
恒

　
男

大

　
�

　
敏

　
幸

�

　
岸

　
英

　
陽

浅

畑

玖

老

勢

塩

　

瀬

竹

ノ

輪

大

野

名

号
鳳

来

地

区
（
選
挙
）

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

前

　
田

　
富

　
夫

大

　
石

　
巳

　
郎

平

　
松

　
敏

　
治

峯

　
田

　
金

　
明

善

夫

明

和

作
手
須
山

和

田

荻

　
野

　
紀

　
子

林

　
　
　
美

　
子

中

　
川

　
佳

　
子

二

本

松

長

　

篠

西

田

原

河

　
合

　
勝

　
正

白

　
井

　
速

　
雄

今

　
村

　
　
　
勉  

作

手

地

区
（
選
挙
）

議

会

推

薦

農

業

団

体

推

薦

行

政

区

　

　

　

　
氏

　

　

名

農
業
振
興
課

☎
23
‐
7
6
3
3

愛
知
東
農
業
協
同
組
合

新
城
市
土
地
改
良
区

東
三
河
農
業
共
済
組
合

　
農
業
委
員
が
一
般
選
挙
と
議
会
・

農
業
団
体
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
新
城
地
区
は
立
候
補
者
が
定
数
を

こ
え
た
た
め
、
10
月
19
日

（日）
選
挙
に

よ
る
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鳳
来
、
作
手
地
区
は
無
投
票
で
し

た
。

　
任
期
は
平
成
20
年
10
月
30
日
か
ら

平
成
23
年
10
月
29
日
の
3
年
間
で
す
。

新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
を

紹
介
し
ま
す

●問
■本

い

ま

　

い

ず

み

　

き

ょ

う

　

い

ち

は

っ

　

と

り

　

　
や

す

　

よ

し

や
　
ま
　
　
　
　
だ
　
　
　
　
ふ
　
み
　
　
　
 

お

お

お

　

　

た

に

　

　

み

ち

　

　

ひ

ろ

な

つ

　

　

め

　

　
と

く

　

い

ち

わ
た
　
　
　
　　な
べ
　
　
　
よ
し
　
　
　
ひ
ろ

は

ら

　

　

　

　

　

　

　

た

つ

　

　

ひ

ろ

 
あ
　
　
　
　
　　が

た

　

　

み

つ

　

　
お

 
あ
　
　
　
　
　　が

た

　

　
　
た

か

　

　

お

ま
つ
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
み

き

　

　
　
お

ま

え
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お
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あ
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し

　

　

　

こ
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か
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■本
●問

■鳳■作

　
市
で
は
、
平
成
21
年
度
定
期
募
集

の
抽
選
日
（
４
月
下
旬
予
定
）
ま
で

に
市
営
住
宅
に
空
家
が
で
き
た
場
合

に
、
抽
選
順
位
に
従
っ
て
入
居
し
て

い
た
だ
く
待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。

 

な
お
、
今
年
度
は
こ
の
定
期
募
集

以
降
は
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
し

ま
せ
ん
。
空
家
待
機
者
の
い
な
い
住

宅
で
空
家
が
発
生
し
た
場
合
の
み
募

集
を
行
い
ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
期
間

 
11
月
14
日

（金）
〜
12
月
12
日

（金）

　
た
だ
し
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

受
付
期
間

 
12
月
１
日

（月）
〜
12
月
12
日

（金）

　
た
だ
し
土
、
日
は
除
く

抽
選
日
時

　
12
月
18
日

（木）
　
午
後
２
時

抽
選
会
場

　
市
民
体
育
館
第
１
会
議
室

申
込
資
格

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　
①
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員

　
　
が
い
な
い
こ
と

　
②
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居

　
　
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ

　
　
と

　
　
（
た
だ
し
、
昭
和
31
年
４
月
１

　
　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
・
身
体

　
　
障
害
者
等
は
単
身
も
可
）

　
③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　
④
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
例
え

　
　
ば
夫
婦
子
ど
も
１
人
の
家
族
の

　
　
う
ち
２
人
は
無
収
入
で
年
間
総

　
　
収
入
金
額
462
万
８
千
円
未
満
の

　
　
世
帯
）
で
あ
る
こ
と

※
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、
詳

　
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
本
庁
都
市
計
画
課
、

　
鳳
来
総
合
支
所
経
済
建
設
課
お
よ

　
び
作
手
総
合
支
所
地
域
整
備
課
で

　
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

都
市
計
画
課
　
☎
23
‐
7
6
4
0

経
済
建
設
課
　
☎
32
‐
1
9
7
7

地
域
整
備
課
　
☎
37
‐
2
2
9
7

東 原 住 宅

上市場西住宅

上市場東住宅

長 篠 住 宅

大 野 住 宅

川 合 住 宅

明 和 住 宅

和 田 住 宅

開 成 住 宅

豊鉄バス

宗高バス停

豊鉄バス

大野田バス停

豊鉄バス

大野田バス停

豊鉄バス

本長篠バス停

市営バス

小野バス停

豊鉄バス

川合バス停

豊鉄バス

高里バス停

豊鉄バス

和田バス停

市営バス

川尻バス停

21,800～36,500

17,000～28,200

19,000～32,400

18,700～31,000

18,200～30,300

13,500～24,400

17,800～29,600

22,200～36,800

23,000～38,000

H1～3

S56

S57～59

H1

H2

S58～60

S63

H16

H20

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

4～5

3

3～4

3

3

1

1

1

1

平井字東原30

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セイホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

作手高里字下屋敷14-3

１戸１台

１戸１台

１戸１台

１戸１台

１戸１台

駐車スペース

駐車スペース

１戸２台

１戸２台

（自治会管理分含む）

住 宅 名 所 在 地
入　居
開始年

階数 間取り
家賃（月額／円）

（収入により決定）
最寄りの
交通機関

駐車場

※家賃については、平成20年度の家賃です

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
城
山
ハ
イ
ツ

募
集
戸
数
　
２
戸

若
者
定
住
促
進
住
宅
草
谷
ハ
イ
ツ

募
集
戸
数
　
１
戸

入
居
期
間
　
5
年
以
内

所
在
地
　
 

両
住
宅
と
も
作
手

 
 
 
 
 

高
里
地
内

※
入
居
資
格
、
家
賃
な
ど
詳
し
い
こ

　
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
お
よ
び

若
者
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
募
集
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ShinshiroShinshiro
市の大切なお知らせをお届けします

　
地
方
公
務
員
法
第
58
条
の
２
お
よ

び
新
城
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状

況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き

公
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
人
事
行

政
の
運
営
等
の
状
況
」
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
公
正
性
と
透
明
性
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
公
表
は
、
職
員
数
、
給
与
、

勤
務
条
件
、
服
務
、
研
修
、
福
利
厚

生
な
ど
人
事
関
係
の
19
年
度
の
状
況

で
す
。

　
現
在
、
職
員
数
や
人
件
費
の
削
減

に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
も
、
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
適

正
な
人
事
行
政
の
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
な
お
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
概
要

版
と
し
て
お
り
ま
す
。
全
文
は
新
城

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

19
年
度

■本
●問

人
事
課

☎
23
‐
7
6
1
9

（1）職員の採用・退職の状況（平成19年度）

※対象期間　（退職）平成19年4月1日～20年3月31日　（採用）平成19年4月2日～20年4月1日　※任用替などを含む

※ただし、教育長を含む　（平成17年4月1日までは旧3市町村の教育長3人を含み、18年4月1日現在は教育長不在）

※平成17年10月1日以前は、旧3市町村および広域事務組合の職員数の総計、（　）内は、旧新城市

単位：人

（2）職員数の状況

退　　　　職

職　　　員　　　数　　　の　　　推　　　移

定 　 年 　 勧 　 奨 　自己都合など�　 　計

10

5

1

2

5

23

8(4)

128(71)

30(17)

1(1)

40(16)

16(8)

49(35)

272(152)

178(120)

52(19)

230(139)

502(291)

96(57)

118(118)

214(175)

327(317)

22(12)

12(10)

36(19)

397(358)

1,113(824)

8(4)

126(71)

30(17)

1(1)

40(15)

15(8)

47(33)

267(149)

177(120)

52(18)

229(138)

496(287)

93(54)

119(119)

212(173)

323(313)

21(11)

12(10)

36(19)

392(353)

1,100(813)

6

123

23

2

34

11

49

248

169

53

222

470

91

120

211

282

23

13

29

347

1,028

6

113

22

2

36

10

48

237

164

52

216

453

86

120

206

255

22

13

29

319

978

6

108

20

2

35

11

45

227

158

53

211

438

79

120

199

236

22

13

29

300

937

△2

△20

△10

＋1

△5

△5

△4

△45

△20

＋1

△19

△64

△17

＋2

△15

△91

±0

＋1

△7

△97

△176

6

8

14

3

9

1

20

2

35

19

14

2

30

7

72

7

7

2

14

1

31

△12

△7

±0

△16

△6

△41

採　用� 　増　減
 

定年：60歳
（医師は65歳）

勧奨：定年前の早期退職

自己都合など：死亡退職を含む

H16.4.1 　　　　H17.4.1　　　　 H18.4.1 　　　 H19.4.1 　　　　H20.4.1

一 般 行 政 計

合 　 　 計

一
般
行
政
（
福
祉
関
係
を
除
く
）

福
祉
関
係

特
別
行
政

公
営
企
業
等

5年間の増減

事 務 職

保育・教諭職

消 防 職

医 療 職

技 能 労 務 職

合 　 計

議 　 会

総 　 務

税 　 務

労 　 働

農林水産

商 　 工

土 　 木

小 　 計

民 　 生

衛 　 生

小 　 計

教 　 育

消 　 防

小 　 計

病 　 院

水 　 道

下 水 道

そ の 他

小 　 計

※教育長は含まない
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（1）人件費の状況（平成19年度普通会計決算）

（2）職員の初任給などの状況

（3）行政職の級別職員数の状況

（4）職員の手当の状況　　

※6級の課長職には、副部長を含む

※月平均支給額は、支給されている職員の平均です。
※期末手当・勤勉手当、退職手当については、19年度中の状況です。
※退職手当は、退職者の平均支給額です。
※ほかに初任給調整手当、単身赴任手当、休日勤務手当、夜間勤務手当、宿日直手当、管理職員特別勤務手当があります。

（19年度新城市給与実態調査から）

住民基本台帳人口�　　　歳　出　額�　　　　　実質収支� 　　人　件　費� 　　　人件費率

初　任　給� 経験年数10年� 　経験年数15年� 　経験年数20年� 　　行政職平均

種　　類�　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　　　　　　容

１級� 　　２級�　　　　３級� 　 ４級� 　　　５級� 　６級� 　　　７級�　　　　　計

51,728人　　　　221億7,229万円�　　 9億83万円　　　 54億4,911万円� 　　24.6％

170,200円� 　254,600円� 　297,900円� 　321,400円

30 　　　　66 　　　　　82 　　　　 74 　　　　　41　　　　 53 　　　　　16　　　 362

8.3 　　　 18.2　　　　 22.7 　　　　20.4　　　 11.3 　　　　14.6　　　　4.4 　　 100.0

138,400円� 　220,400円� 　260,100円� 　294,200円

新城市

行政職

主事・技師� 　　主任�　　　　主査� 　副課長�　　　 課長� 　部長職 務 内 容

職員数（人）

構成比（％）

大学卒

高校卒
334,880円

月平均支給額
（支給者１人当たり）

49,900円

19,600円

11,000円

19,900円

8,400円

40,000円

年間1,531,600円

7,000円
（医療職などを除く）

平均15,059,000円

管 理 職 手 当

扶 養 手 当

地 域 手 当

住 居 手 当

通 勤 手 当

時 間 外 勤 務 手当

期 末 手 当

勤 勉 手 当

特 殊 勤 務 手 当

退 職 手 当

管理又は監督の地位にある職員（副課長相当職以上）に

37,700円～75,200円（一般事務職）を支給。

扶養親族のある職員に支給

　配偶者（13,000円）

　その他（1人目6,000円）

　15歳～22歳までの子（各5,000円加算）

給料、管理職手当、扶養手当の3パーセントを支給

12,000円を超える家賃を支払っている職員には最高27,000円、自己所有の住宅に

居住している世帯主である職員には新築後5年間に限り2,500円を支給

片道2キロメートル以上の場合に、通勤距離に応じて2,000円～24,500円を支給

正規の勤務時間（週40時間）以外の時間に勤務することを命ぜられた職員（管理

職手当を支給されている職員を除く）に勤務時間に応じて支給。

6月期、12月期の年2回に分けて支給

　　  6月期　2.125月分（期末1.4月分、勤勉0.725月分）

　　12月期　2.375月分（期末1.6月分、勤勉0.775月分）

著しく困難、危険、不快、不健康な業務に従事した職員に支給

勤務年数および在職中の貢献度に応じて支給
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（2）年次休暇の取得の状況

（1）標準的な勤務時間（病院、消防などの交替・変則勤務体制の職場を除く）

（1）懲戒処分の状況

総付与日数� 　　総取得日数� 　　　　全対象職員数� 　　　平均取得日数� 　　消化率

1日の勤務時間　　8 時間

勤　務　時　間　 午前8 時30 分～正午、午後1時～5時30分

1週間の勤務時間　 月曜日から金曜日までの40時間

週　　休　　日　　土・日曜日（ほかに国民の休日、年末年始も休日となります）

※全対象職員数：一般職の職員

単位：人

単位：人

2

2

1

1

2

1

1 0 0

0

0

0

0

2

1

0

3

3

8

24

5

40

1

1

00

3

0

0

3

35

5

40

16,415日� 　　　3,527日� 　　　　　　411人� 　　　　8.6日� 　　　　　　　21.4％

事 由 別

行 為 別

法令に違反した場合

職務上の義務に違反しまた

は職務を怠った場合

全体の奉仕者たるにふさわ

しくない非行の場合

給与・任用に関する不正

一般服務違反関係

一般非行関係

収賄などの関係

地公法第29条第1項第1号

地公法第29条第1項第2号

地公法第29条第1項第3号

合　　　　　計

戒告� 減給　　　停職　 免職　 合計 訓告など

戒告　 減給　　 停職　 免職　 合計 訓告など

交 通 違 反 関 係

監　督　責　任

職務遂行中

そ　の　他

合　　　　　計

（1）共済組合の負担の状況

（2）職員互助会の負担の状況

事 業 内 容� 　　　　　　　市　負　担　額� 　　　　 1人当たりの負担額

事 業 内 容� 　　　　　　　市　負　担　額� 　　　　1人当たりの負担額

県市町村職員

共済組合

市職員会

市民病院共励会

短期（健康保険）
長期（年金）
福祉事業
介護保険

給付事業
福利厚生事業

933,441,375円 952,491円

4,585,694円 4,684円
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市
に
は
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
た
人
権
擁
護
委
員
が
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

新
城
地
区

井
原
　

昭
　
☎
23
‐
0
9
2
0

今
泉

正
子
　
☎
22
‐
2
7
7
6

梅
岡

良
子
　
☎
22
‐
2
1
4
4

河
合

良
之
　
☎
22
‐
3
3
9
7

森
　

哲
成
　
☎
26
‐
0
2
1
8

山
本

康
子
　
☎
22
‐
1
5
2
2

鳳
来
地
区

鈴
木

孝
行
　
☎
32
‐
0
3
7
2

鈴
木

幹
雄
　
☎
32
‐
1
2
0
6

原
田

昌
人
　
☎
35
‐
0
1
1
1

藤
川
志
穂
子
　
☎
36
‐
0
2
7
5

作
手
地
区

齋
藤

正
善
　
☎
39
‐
3
1
4
0

坂
田

澄
子
　
☎
37
‐
2
3
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

　
世
界
人
権
宣
言
は
、
昭
和
23
年
12

月
10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
12
月
10
日

を
人
権
デ
ー
と
定
め
、
す
べ
て
の
加

盟
国
に
対
し
、
人
権
思
想
の
啓
発
の

た
め
の
行
事
を
毎
年
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
各
関
係
機
関
お
よ
び
団

体
の
協
力
を
得
て
、
人
権
デ
ー
を
最

終
日
と
す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と

定
め
、
広
く
国
民
に
人
権
デ
ー
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権
意
識

の
普
及
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
が
世
界
人
権
宣
言
採

択
60
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
「
第

60
回
人
権
週
間
」
と
し
て
次
の
テ
ー

マ
を
掲
げ
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

‐
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命

を
大
切
に
‐

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

　
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に

　
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を

　
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

　
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

　
や
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

　
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

　
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　
山
口
一
重
さ
ん
の
退
任
に

伴
い
、
新
た
に
梅
岡
良
子
さ

ん
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
全
国

の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い

て
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の

普
及
と
高
揚
に
努
め
る
と
と

も
に
、
国
民
の
基
本
的
人
権

が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
監
視
し
、
も
し
こ
れ

が
侵
犯
さ
れ
た
場
合
に
は
、

そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か

に
適
切
な
処
置
を
と
る
こ
と

が
使
命
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
侵
害
と
感
じ
た
場
合

の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　
☎
22
‐
2
1
4
4

市
民
課
　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
8

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
3

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

12
月
9
日

（火）

12
月
9
日

（火）

12
月
17
日

（水）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

午
後
1
時
〜
4
時

月
　
　
　
日

場
　
　
　
所

時
　
　
　
間

新
城
地
区
　
体
育
館
第
1
・
2
会
議
室

作
手
地
区
　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

鳳
来
地
区
　
鳳
来
開
発
セ
ン
タ
ー

特 設 相 談

梅岡 良子さん

や
ま
ぐ
ち

ひ
と

え

い
　し
ょ
く

け

い

は

つ

さ

い

た

く
ふ

き

ゅ

う

こ

う

よ

う

●問
■本■鳳■作

　
い

は
ら
　
　
　

あ
き
ら

い
ま

い
ず
み
　
ま
さ

こ

　う

め

お

か

　

よ

し

　
こ

　

か

わ

い

　

よ

し

ゆ

き

も
り
　
　
　

て
つ
じ
ょ
う

や

ま

も

と

　

　
や

す

こ

す

ず

き

　

　
た

か

ゆ

き

す

ず

　
き

　

　
み

き

　
お

は

ら

だ

　

ま

さ

と

ふ

じ

か

わ

し

ほ

こ

さ

い

と

う

　

ま

さ

よ

し

さ

か

た

　

　
す

み

こ

●問
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全
国
的
に
救
急
車
の
適
正
利
用
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
を
必

要
と
し
な
い
軽
症
者
が
救
急
車
を
利

用
す
る
事
例
が
多
発
し
て
お
り
、
平

成
19
年
度
に
市
消
防
署
が
軽
症
者
を

救
急
車
で
医
療
機
関
へ
搬
送
し
た
割

合
は
約
４
割
あ
り
、
一
刻
を
争
う
重

症
者
の
も
と
へ
救
急
車
が
遅
れ
て
し

ま
う
原
因
に
な
り
ま
す
。

 

市
消
防
署
の
管
轄
内
に
は
救
急
車

５
台
を
配
備
し
て
い
ま
す
が
、
一
度

救
急
車
が
出
動
し
、
そ
の
不
在
の
間

に
救
急
車
の
出
動
要
請
が
あ
る
と
連

絡
が
あ
っ
た
署
に
近
い
署
の
救
急
車

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
適

正
に
救
急
車
を
活
用
し
、
本
当
に
救

急
車
を
必
要
と
す
る
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

救
急
車
の
誤
っ
た
利
用
方
法
の
例

・
緊
急
性
は
な
い
け
ど
、
ど
こ
の
病
院
に
 

 

　
行
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い

・
救
急
車
で
行
け
ば
、
優
先
的
に
診
て
も

　
ら
え
る

・
今
日
、
診
療
の
予
約
を
し
て
い
る
か
ら

・
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か
る
か
ら

・
微
熱
、
吐
き
気
、
風
邪

・
手
足
の
捻
挫
、
軽
い
傷

救
急
車
を
必
要
と
す
る
例

・
意
識
が
な
い

・
呼
吸
が
な
い

・
脈
が
触
れ
な
い

・
ひ
ど
い
喘
息

・
窒
息

・
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
ひ
ど
い
頭
痛

・
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
く
な
っ
た

・
手
足
の
マ
ヒ

・
ひ
ど
い
外
傷

・
緊
急
を
要
す
る
と
感
じ
た
と
き

・
不
安
に
感
じ
た
と
き

救
急
車
の
必
要
が
な
い
と
き
の
病
院

ま
で
の
交
通
手
段
と
し
て
は

・
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
、
公
共
交
通
機

　
関
、
民
間
搬
送
業
者
な
ど
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
い
。

迷
っ
た
と
き
は
！

・
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
を
し

　
ま
し
ょ
う
。

愛
知
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎

22
‐
１
１
３
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
手
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、

　
救
急
車
が
必
要
と
感
じ
た
ら
、
迷

　
わ
ず
す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

●問
消
防
署
　
☎
22
‐
1
1
1
9

市消防署管内の救急車配備状況

注意：距離は主要道路で計算し小数点以下は繰り上げています。

①本　　　署　1台

②鳳 来 分 署　1台

③作手出張所　1台

④設 楽 分 署　1台

⑤東 栄 分 署　1台

29km
20km

20km
12km

28km

22km

①

②③

④

⑤

豊根村

設楽町

東栄町

新城市

ね

ん

ざ

ぜ

ん

そ

く
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■本
●問

■鳳■作

　
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
地
域

全
体
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
12
月
１
日

（月）
か
ら
愛
知

県
と
協
働
で
「
子
育
て
家
庭
優
待

事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
市
か
ら
18
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
と
妊
娠
中
の
方
に
「
は

ぐ
み
ん
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
、
協

賛
店
舗
（
企
業
、
施
設
を
含
む
）

に
こ
の
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と

で
、
店
舗
が
独
自
に
設
定
す
る
商

品
割
引
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
特
典

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
の
配
布

・
市
内
の
小
中
学
校
、
幼
稚
園
、

　
保
育
園
に
在
学
、
在
園
の
お
子

　
さ
ん
は
、
各
学
校
・
園
を
通
じ

　
11
月
中
に
配
布
し
ま
す
。

・
11
月
17
日

（月）
以
降
に
妊
娠
届
を

　
出
さ
れ
る
妊
娠
中
の
方
は
、
届

　
出
時
に
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配

　
布
し
ま
す
。

・
こ
れ
以
外
の
お
子
さ
ん
お
よ
び

　
す
で
に
妊
娠
届
を
出
さ
れ
て
い

　
る
妊
娠
中
の
方
に
つ
い
て
は
、

　
11
月
17
日

（月）
か
ら
本
庁
児
童

　
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
で
配
布
し
ま
す
。

※
対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る

　
も
の（
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
、

　
生
徒
手
帳
、
母
子
健
康
手
帳
な

　
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意
事
項

・
協
賛
店
舗
の
特
典
に
は
利
用
で

　
き
る
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特

　
典
の
内
容
は
、
変
更
さ
れ
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

・
カ
ー
ド
の
裏
面
に
は
、
お
子
さ

　
ん
の
氏
名
・
生
年
月
日
を
記
入

　
（
妊
娠
中
の
方
は
誕
生
後
）
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
お
子
さ
ん
同
伴
で
な

　
い
保
護
者
の
方
の
利
用
も
で
き

　
ま
す
。（
条
件
が
あ
る
場
合
を
除

　
く
）

・
こ
の
カ
ー
ド
は
、
愛
知
県
内
の

　
協
賛
店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

※
お
子
さ
ん
が
満
18
歳
に
達
し
て

　
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
ご
利
用

　
い
た
だ
け
ま
す
。

協
賛
店
舗（
は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ

プ
）と
特
典

　
協
賛
店
舗
に
は
、
特
典
サ
ー
ビ

ス
内
容
が
書
か
れ
た
ス
テ
ッ
カ
ー

が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
協
賛
店
舗
、
特
典
内
容
な
ど
に

つ
い
て
は
カ
ー
ド
を
配
布
す
る
際

に
一
覧
表
を
お
渡
し
す
る
ほ
か
、

市
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

児
童
課
　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

※
協
賛
店
舗
の
サ
ー
ビ
ス
は
お
店

　
の
善
意
と
協
力
に
よ
る
も
の
で

　
す
。

※
有
効
期
間

　
平
成
20
年
12
月
1
日
か
ら

　
平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で

　
10
月
18
日

（土）
市
役
所
東
庁

舎
東
駐
車
場
で
「
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
総
決
起
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
し
ん
し
ろ

安
全
・
安
心
で
快
適
な
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
、
市

民
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
一
歩
と
す
る
も
の

で
す
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
長
年
に
わ

た
り
防
犯
活
動
や
交
通
事
故

防
止
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
穂
積

市
長
が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。

　
10
月
21
日

（火）
第
21
回
全
国

健
康
福
祉
祭
か
ご
し
ま
大
会

（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島

2
0
0
8
）
に
愛
知
県
を
代

表
し
て
出
場
す
る
選
手
が
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
出
場
種
目
は
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
3
種
目
で

す
。

　
穂
積
市
長
は
選
手
の
皆
さ

ん
に
「
出
場
お
め
で
と
う
、

立
派
な
活
躍
を
し
て
く
だ
さ

い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

市
民
安
全
対
策
室

☎
23
‐
7
6
1
3

■本
●問
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かきたやベビーセンター

豊橋信用金庫新城支店

公文式　東新町教室

　　　　富沢教室

　　　　東陽教室

　　　　橋向教室

　　　　新城野田教室

　　　　川田教室

　　　　庭野教室

ブリッジ英語学院

(有)今泉紙店

ヘアーファッションスタジオ舞衣髪

豊川信用金庫新城中央支店

豊川信用金庫鳳来支店

川魚料理・にじます釣り堀 山王

スクールショップ マルブン

ギフトギャラリー ヤマダ

アベミシン

メガネとけい宝石 くまがい

（有）山梨屋 遊山

イカリヤ

森田屋

ファッションヘアーチャレンジ7

ハセガワヘアーショップ

マイティドラッグ薬局新城東店

本 町

本 町

東新町

大 宮

大 野

橋 向

野 田

川 田

庭 野

平 井

平 井

平 井

中 町

長 篠

下吉田

栄 町

中 町

中 町

栄 町

杉 山

本 町

中 町

平 井

平 井

平 井

22-0580

22-1123

23-3818

22-1866

32-2515

22-1458

22-0880

23-3419

22-3457

23-2456

22-2161

23-5456

22-2216

32-2611

34-0303

22-0960

22-0533

22-0215

22-0737

22-0407

22-0638

22-0339

22-2646

22-0936

22-3115

店内商品10％割引

｢とよしん子育て応援定期積金｣：店頭表示金利に0.2％上乗せいたします。
｢とよしん子育て応援カーライフプラン」、｢とよしん子育て応援教育プラン｣及び
｢とよしん子育て応援学資ローン｣：店頭表示金利より0.2％優遇いたします。

定期的に実施している歌と読み聞かせを通じての親子の絆づくりを応援する
「ちえぶくろ」にご参加いただけます。
また、KUMON発行の絵本の読み聞かせに役立つガイドブック「えほんだい
すき！」をプレゼントします。

入学金10％割引

店内商品20％割引（一部除外品あり）

釣り掘のお客様に竿代2本までサービス

お買上げ1,000円以上の方に、さくらカード2,000円分ポイントを加算

お買上げの方へ粗品プレゼント

自店のポイントスタンプカードのポイント2倍進呈

自店のポイントスタンプカードのポイント2倍進呈

お買上げの方へ粗品プレゼント

全商品5％割引

小学生以下のお子様の技術料金5％割引

高校生以下のお客様に100円キャシュバック

全商品3%割引（他の割引カードなどとの併用ができます）

お支払金額から100円引き

「かわしん子育て支援積金」預入方法は、普通預金から自動振替払い。掛金金額
は2万円以上5万円以下、積立期間は3年・5年、店頭金利に0.2％上乗せします。

さくらカードのポイント2倍!!さくらカードのチラシ2倍ポイント期間中は3倍!!!
(チラシのポイント券の併用は不可)

協賛していただける店舗（企業・施設を含む）を募集しています。

店　舗　名� 　地　区　　電　話� 　　　　　　　　特　典　内　容

はぐみん優待ショップ一覧　　　（10月31日までの申込分：受付順）

＊市民ツアーならではのおまけ付き

　でランチや観光体験が楽しめます。

＊市民ツアーならではの充実したガ

　イドや講師陣で、しっかり楽しん

　でいただけます。

＊ツアー中の交通費はご負担いただ

　きません。ご自分で市内を周られ

　るよりもお得です。

＊コース1の申し込み締め切りは

　11月30日（日）その他のコース

　は締め切り未定です。

特　典 コース紹介

コース名と簡単な内容

いきいき うきうきヘルシーツアー
県民の森で健康ウォーキング。カフェでヘルシーランチ。ゆーゆーありいなの
プールでシェイプアップ＆健康づくり。こんたく長篠でお買い物。

しんしろの高原で冬を楽しむ
冬の味覚自然薯を使ったとろろご飯づくり。鬼久保広場で健康ウォーキング。
リフレッシュセンターで文化体験。新鮮農産物やおいしいパンのお買い物。

新城をしっぽり過ごす
市内のお寺でお菓子の歴史の話しを聞きながら抹茶をいただく。湯谷の旅館で
お昼ご飯＆温泉（エステのオプション有）。こんたく長篠でお買い物。

観光マップ体験ツアー
阿寺の七滝・百間滝・乳岩と乳岩峡・鳳来寺山など全国区で有名な新城の観光
スポットを周る。うめの湯の温泉と手作り郷土料理で休憩。

しんしろ物知りツアー
長篠城址史跡保存館、設楽原歴史資料館、鳳来自然科学博物館で新城の歴史や
自然を学ぶ。お昼は鳳来寺参道で舌鼓。ゆーゆーありいなの温泉で休憩。

コース１
12月10日（水）

コース2
1月14日（水）

コース3
2月5日（木）

コース4
2月18日（水）

コース5
3月9日（月）

No.

観光課　�32-1985

　注意事項
コース中の教室や食事はすべて実費負担
となります。

■鳳

※詳細は配布中のチラシをご覧ください

日帰り

※コースの内容および開催日は主催者側の都合で変更になることがあります。

ま 　い 　が み

さ ん の う

セブン

ゆ さ ん

●問●申



20広報しんしろ 2008.12

鳳
来
寺
小
学
校
作
品
展

　
子
ど
も
た
ち
が
、
授
業
で
制
作

し
た
絵
や
工
作
な
ど
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
12
月
３
日

（水）
〜
26
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜

　
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

市
文
化
協
会

☎
23
‐
7
6
5
6

文
化
課

☎
23
‐
7
6
5
5

　
12
月
14
日

（日）

　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
菅
沼
家
に
嫁
い
だ
奥
平
の
お
姫

　
様

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館
　

　
館
長
　
山
内

祥
二
さ
ん

　
35
人

　
無
料

　
12
月
13
日

（土）

 
新
城
文
化
会
館

・
音
楽
「
ヒ
ッ
プ
・
ポ
ッ
プ
」

 
午
後
４
時
〜
８
時

・
音
楽
「
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
」

 
午
後
２
時
〜
５
時

・
ア
ー
ト
ブ
ー
ス

 
午
前
11
時
〜
午
後
６
時

・
フ
ィ
ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
自
 

　
主
制
作
映
画
）

 
午
前
11
時
〜
午
後
６
時

※
若
者
の
企
画
・
制
作
に
よ
る
手
 

 

　
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
市
民

　
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

　
し
て
い
ま
す
。

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

●問

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

●問　
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
や
設

楽
原
決
戦
場
ま
つ
り
な
ど
で
年
間

約
20
回
に
お
よ
ぶ
火
縄
銃
演
武
を

行
っ
て
い
る
愛
知
県
古
銃
研
究
会

と
長
篠
・
設
楽
原
鉄
砲
隊
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実
際

に
火
縄
銃
演
武
で
利
用
し
て
い
る

火
縄
銃
を
展
示
し
、
火
縄
銃
の
撃

ち
方
な
ど
の
解
説
や
鉄
砲
隊
の
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
11
月
26
日

（水）
〜

　
平
成
21
年
１
月
12
日

（月）

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

（
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

は
、
火
・
木
・
土
曜
日
に
お
願
い

し
ま
す
）

　
新
春
の
希
望
を
、
書
初
め
で
表

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

書
初
め
大
会

　
平
成
21
年
１
月
４
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
11
時

　
新
城
文
化
会
館

　
市
内
在
学
小
・
中
学
生
、
高
校

　
生
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
小
・
中
学
生
、
高
校
生
400
円

　
一
般
　
　
　
　
　
　
　
500
円

　
課
題

　
小
学
１
年
生
…
「
き
ぼ
う
」

　
小
学
２
年
生
…
「
は
つ
日
」

　
小
学
３
年
生
…
「
あ
け
る
空
」

　
小
学
４
年
生
…
「
新
た
な
心
」

　
小
学
５
年
生
…
「
太
平
の
春
」

　
小
学
６
年
生
…
「
若
水
春
風
」

　
中
学
１
年
生
…
「
春
山
草
木
新
」

　
中
学
２
・
３
年
生
…
「
東
天
紅

　
宝
船
」
（
書
体
、
小
中
学
生
は

　
行
書
）

　
高
校
生
・
一
般
…
課
題
、
書
体

　
と
も
自
由

※
12
月
20
日

（土）
ま
で
に
申
込
用

　
紙
に
記
入
の
う
え
、
参
加
費
を

　
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

書
初
め
作
品
展
示
会

　
平
成
21
年
１
月
６
日

（火）
〜
７
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
７
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
新
城
文
化
会
館

市
民
初
釜
茶
会

　
平
成
21
年
１
月
７
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　
新
城
文
化
会
館

　
前
売
り
券
を
お
買
い
求
め
く
だ

　
さ
い
。

●問
●申

企
画
課
☎
23
‐
7
6
2
0

　
広
報
「
ほ
の
か
」
の
お
知
ら

せ
ペ
ー
ジ
に
、
広
告
の
掲
載
を

し
て
い
ま
す
。

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

や

ま

う

ち

　

し

ょ

う

じ

●内

●申

●対

●内　

●内

●講

●定

●￥

●￥

●他

●他

●時●時

●時

●時

●所

●所

●所

●時●所●時●所●時●所

●所 ●問
■鳳

み

に

こ

ん

か

ん

●問

●問
■本
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11
月
30
日

（日）
　
午
前
10
時

　
設
楽
原
歴
史
資
料
館

　
火
縄
銃
に
興
味
の
あ
る
方
、
お

　
持
ち
の
方
な
ど

　
火
縄
銃
の
仕
組
み
、
手
入
れ
と

　
保
管
方
法
な
ど
の
講
習
会

　
（
展
示
解
説
含
む
）

　
愛
知
県
古
銃
研
究
会
　

　
　
会
長
　
林
　
利
一
さ
ん
　

　
長
篠
・
設
楽
原
鉄
砲
隊

　
　
隊
長
　
菅
谷

哲
也
さ
ん

　
35
人

　
会
員
外
の
受
講
生
の
方
は
、
講

　
座
中
に
展
示
解
説
が
あ
り
ま
す

　
の
で
、
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

　
大
人
　
300
円

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

【
に
こ
に
こ
】

　
第
７
回
　
12
月
19
日

（金）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

 
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

 
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不
要
 

　
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。

　
無
料

　
12
月
15
日

（月）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
頃

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ
（
長
篠
）

　
①
講
話

　
「
い
ま
ど
き
子
育
て
の
コ
ツ
」

　
②
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

　
①
保
育
士

　
　
中
谷

昌
美
さ
ん

　
②
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
新
井

弘
美
さ
ん

　
無
料

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
詳
し
い
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は

　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課

☎
23
‐
7
6
5
4

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

離婚・相続・遺言・後見・契約書・内容証明・公正証書…

会社設立・決算・農地法許可・建設業許可…

くらし・ビジネス・サポートセンター　丁寧・迅速・秘密厳守

（要予約）

新城市字宮ノ西4-16　新城駅 徒歩2分　Mail:tatsu_s@f4.dion.ne.jp

11月25日 （火）
午後7:00～8:30

会場 / 勤労青少年ホーム（市役所北）

講師　近田いく代 （とよはし中日文化センター講師）

み や び か い

3級FP技能士　　宅建主任者　　経営コンサルティング

鈴木達也行政書士事務所

新城市のホームページからどうぞhttp://www.suzuki-55.com 

予約先（0532）62-9896
豊橋市飯村北二丁目7-10

http://www.tees.ne.jp/ m̃iyabi7/

お問合わせ

無料体験

雅會

電話/FAX　0536-22-4175

名古屋入国管理局届出済行政書士

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
に

も
と
づ
く
「
新
城
市
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
（
案
）
」
に
対
し
て
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度

に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
12
月
10
日

（水）
〜
１
月
９
日

（金）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

①
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

じ
ょ
う
ほ
う
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
本
庁
じ
ょ
う
ほ
う
課
に
持
参
す

　
る
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
お

　
よ
び
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

　
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
　

②
郵
送
す
る

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
本
庁
じ
ょ
う
ほ
う
課

・
鳳
来
・
作
手
総
合
支
所
地
域
振

　
興
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

　
時
30
分
ま
で

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

　
郵
送
先

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課
あ
て

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

-2
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　 

新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象
に
、
電

源
の
入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単

な
文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
12
月
20
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
が
必
要

　
で
す
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
の
方
（
キ
ー

　
ボ
ー
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い

　
方
な
ど
）

申
込
期
間
　

　
11
月
25
日

（火）
〜
12
月
11
日

（木）

申
込
方
法

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
名
前
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

な

か

た

に

　
ま

さ

み

は
や
し
　
　
と

し

か

ず

す

が

や

　

て

つ

や

あ

ら

い

　

ひ

ろ

み

●持 ●￥

●￥

●内

●時●所●内 ●対

●講

●講●定 ●問

●対●対 ●内●￥ ●他 ●時●時 ●所●所 ●問
■本

●問

●em
●問
●申

●￥ ●所 ●時●定

●問
●申
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児
童
扶
養
手
当
（
８
〜
11
月
分
）

を
12
月
10
日

（水）
に
振
り
込
み
ま

す
の
で
、
受
給
者
の
方
は
金
融

機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
・
転
出
な
ど
の
際
は
、
児

　
童
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

　
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
市
制
施
行
3
周
年
を
記
念
し
、

10
月
1
日
に
新
城
市
市
勢
要
覧
を

発
行
し
、
市
内
各
戸
へ
配
布
し
ま

し
た
。
｠

　
こ
の
要
覧
は
、
新
城
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
1
次

総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ

と
を
受
け
、
4
つ
の
基
本
戦
略
を

も
と
に
市
民
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交

え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
巻
末
に
は
市
の
総

合
案
内
マ
ッ
プ
と
統
計
的
数
値
（
裏

面
）
、
平
成
20
年
度
の
予
算
説
明

書
「
ザ
イ
セ
イ
の
話
」
を
別
冊
綴

じ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
31
日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
本
年
度
は
、

３
年
に
一
度
の
全
事
業
所
調
査
で

す
。

 
本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か

け
て
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
、
秘
密
が
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本

●問
■本 ■鳳■作

商
工
課

☎
23
‐
7
6
3
4

●問
■本

じ
ょ
う
ほ
う
課

☎
23
‐
7
6
2
3

飲
酒
運
転
を
し
な
い
！
さ
せ
な
い
！

許
さ
な
い
！

〜
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
〜

　
12
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
の
10

日
間
、
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
の
罰
則
強
化
な
ど
を

内
容
と
す
る
改
正
道
路
交
通
法
が

施
行
さ
れ
、
１
年
を
経
過
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
飲
酒
運
転

に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
後
を
絶
た

ち
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
中
、
飲
酒
運
転
根
絶

に
向
け
た
自
主
的
な
取
り
組
み
が

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
飲
酒
運

転
は
、
重
大
事
故
に
直
結
す
る
悪

質
・
危
険
な
違
反
で
あ
る
こ
と
を

正
し
く
認
識
し
、
「
飲
酒
運
転
は

絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
て
、
飲

酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
を
安
全
・
安
心
に

〜
犯
罪
を
防
い
で
明
る
い

　
　
　
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
〜

　
平
成
18
年
に
は
「
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
愛
知
を
目
指
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
あ
い
ち
地
域

安
全
緊
急
３
か
年
戦
略
」
が
定
め

ら
れ
、
「
犯
罪
に
あ
わ
な
い
」
「
犯

新
城
警
察
署
 ☎

22
‐
0
1
1
0

 
「
愛
知
県
最
低
賃
金
」
は
10
月

24
日
か
ら
時
間
額
731
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
愛
知
県
の
産

業
別
最
低
賃
金
（
８
業
種
）
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
改
正
な
ど
の
た

め
調
査
審
議
中
で
す
の
で
、
今
後

の
改
正
状
況
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

 

運
転
免
許
証
の
Ｉ
Ｃ
化
に
伴

い
、
免
許
証
の
取
得
、
更
新
の
際

に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
自
身
で

４
桁
の
暗
証
番
号
を
２
つ
決
め
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
運
転
免
許
証
と
は

　
こ
れ
ま
で
の
運
転
免
許
証
に
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
を
内
蔵
し
て
、
個
人
情

報
を
電
磁
記
録
し
た
も
の
で
す
。

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
内
容
を
確
認
す
る

た
め
に
は
、
暗
証
番
号
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
運
転
免
許
証
の
メ
リ
ッ
ト

　
落
と
し
た
り
、
盗
難
に
あ
っ
た

時
に
悪
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
を

防
ぎ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し

ま
す
。

※
年
始
の
１
月
５
日

（月）
、１
月
６
日
 

　
（火）
、１
月
７
日

（水）
の
３
日
間
は
、

　
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
で
き
る
だ

　
け
免
許
証
の
更
新
を
避
け
て
い

　
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

〒
４
４
０
‐
8
5
0
6

豊
橋
市
大
国
町
１
１
１

☎
0
5
3
2
‐
54
‐
1
1
9
2

東
三
河
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
3
3
‐
85
‐
7
1
8
1

●問

●申
●問
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罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
」
「
犯
罪
を

見
逃
さ
な
い
」
の
３
Ｎ
（
な
い
）
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
の
な
い
安
全
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
「
犯
罪

者
の
い
な
い
地
域
社
会
を
自
分
た

ち
の
力
で
つ
く
る
」
と
い
う
気
持

ち
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
運
動
を
機
会
に
も
う
一
度
、

自
分
の
身
の
ま
わ
り
の
防
犯
に
つ

い
て
、
ご
家
庭
や
地
域
で
話
し
合

い
、
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
を

守
る
た
め
、
自
分
で
で
き
る
こ
と

は
自
分
で
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

《桜の街の勉強会・さくら守養成講座》事業の報告

　今春からスタートした桜の勉強会が、無事に終了しました。

毎月第2土曜日ＪＡ愛知東本店で開催（延べ500人以上参加）

　勉強会　皆出席者　12名　さくら守　認定者　12名

次年度も、たくさんの皆様のご参加をお待ちしております。

　ただ今、苗の無料配布を受付中 100万本の桜プロジェクト

　配布対象は、地域・グループ・団体・企業など　担当　松井

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

　
今
月
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正

月
向
け
の
本
の
特
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
す
が
、

ぜ
ひ
図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

　
12
月
28
日

（日）
か
ら
平
成
21
年

１
月
３
日

（土）
ま
で
の
間
、
図
書

館
は
休
館
し
ま
す
。

　
返
却
は
、
図
書
館
の
玄
関
左
手

に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（
図
書
返

却
口
）
、
ま
た
は
、
鳳
来
総
合
支

所
・
作
手
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
返
却
ポ
ス
ト
へ
お
返
し
く

だ
さ
い
。（
オ
ー
デ
ィ
オ
ビ
デ
オ
資

料
は
傷
み
ま
す
の
で
避
け
て
く
だ

さ
い
）

特
別
貸
出
期
間
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
の
休
館
に
合
わ
せ
て
、

12
月
13
日

（土）
か
ら
27
日

（土）
ま
で

を
特
別
貸
出
期
間
と
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
１
人
10
冊
ま
で
、
３

週
間
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市役所関連施設

市役所（本庁）

鳳来総合支所

作手総合支所

市民病院

設楽原歴史資料館

鳳来寺山自然科学博物館

長篠城址史跡保存館

勤労青少年ホーム

市民体育館・分館

作手診療所

【ごみ・し尿収集関係】

新城市クリーンセンター

可燃ごみ収集

鳥原埋立処分場（自己搬入）

し尿収集（清掃センター）

し尿収集（作手地区）

【斎苑関係】

しんしろ斎苑

12/26、1/5の市民課窓口業務は午後7時まで

12/26、1/5の窓口業務は午後5時30分まで

12/26、1/5の窓口業務は午後5時30分まで

急患の場合は当直看護師が電話対応

12/28の搬入業務は午後3時30分まで

午後5時まで

午後5時まで

定休日

午後5時まで

午後5時まで

定休日

休

休

休

休

休

休

休

午後休み

休

休

休

休

休

休

休

　

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休（友引）

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休（友引）

収集カレンダーのとおりです。※玖老勢・海老・連谷・布里・愛郷方面は、1/2（金）が休みのため、12/31（水）に収集

26（金） 27（土） 28（日） 29（月） 30（火） 31（水） 1（木）  2（金） 3（土） 4（日） 5（月） 

12月 1月
備　　　考

　
10
月
18
日

（土）
、
人
と
自
然
が

と
も
に
生
き
る
農
村
を
め
ざ
し
て
、

市
民
参
加
型
で
エ
コ
農
業
に
取

り
組
む
「
エ
コ
農
業
体
験
＋
里
山
・

城
址
見
学
会
＆
交
流
会
」
が
新

城
あ
ぐ
り
の
郷
の
主
催
で
上
平

井
地
区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

●問●HP

さ
と
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
人

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
保
健

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
12
月
19
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
12
月
8
日

（月）
　
午
前
11
時

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
方

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

か
み
か
み
離
乳
食
教
室（
要
申
込
）

　
12
月
19
日

（金）
 

　
午
前
９
時
15
分
〜
11
時
30
分

　
平
成
20
年
3
月
か
ら
5
月
生

　
ま
れ
ま
で
の
乳
児
と
、
そ
の

　
保
護
者

　
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、

　
よ
だ
れ
か
け
、
タ
オ
ル
、
お
茶
、

　
筆
記
用
具

麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）予
防

接
種
の
実
施
期
間
が
延
長
さ
れ
ま

し
た

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
中
学
１
年

生
相
当
（
第
３
期
）
と
高
校
３
年
生

相
当
（
第
４
期
）
の
年
齢
の
方
を
対

象
に
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
象
者
に
は
、
５
月
下
旬
に
封

書
で
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
接
種
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
忘
れ
ず
に
期
間
内
に
受
け
ま

し
ょ
う
。

（
こ
の
制
度
は
、
今
後
５
年
間
実
施
し

ま
す
）

対
象
者

　
第
３
期

平
成
７
年
４
月
２
日
生
〜

　
　
　
　
平
成
８
年
４
月
１
日
生

　
第
４
期

平
成
２
年
４
月
２
日
生
〜

　
　
　
　
平
成
３
年
４
月
１
日
生

実
施
期
間

　
平
成
21
年
１
月
31
日

（土）
ま
で

実
施
医
療
機
関

　
市
内
の
委
託
医
療
機
関
（
詳
し

く
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
各
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

　
前
に
必
ず
医
療
機
関
へ
予
約
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
12
月
13
日

（土）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
子
宮

　
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円
・

　
前
立
腺
が
ん
400
円
・
子
宮
が

　
ん
600
円

※
前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
胃
が

　
ん
検
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

※
乳
が
ん
検
診
は
定
員
に
な
り

　
ま
し
た
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
鳳
来
寺
山
麓
の
参
道
沿
い
、

旧
門
谷
小
学
校
の
入
り
口
に
あ

り
ま
す
。

　
樹
齢
は
推
定
1400
年
、
樹
高
９

メ
ー
ト
ル
、
周
囲
3.
5
2
メ
ー

ト
ル
で
、
神
奈
川
県
以
西
に
分

布
す
る
も
の
と
し
て
は
最
大
、

最
高
齢
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
1996
年
に
樹
木
医
に
よ
る
樹
勢

回
復
措
置
が
施
さ
れ
、
そ
の
際

に
枯
れ
た
幹
と
枝
を
切
り
詰
め

た
た
め
、
樹
高
が
13
メ
ー
ト
ル
か

ら
現
在
の
高
さ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
に
切
り
取
ら
れ
た
主

幹
は
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博

物
館
の
ロ
ビ
ー
の
吹
き
抜
け
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ネ
ズ
は
、
山
地
の
岩
場
や
尾

根
な
ど
の
乾
燥
地
に
生
え
る
常

緑
の
針
葉
樹
で
、
高
さ
は
10
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
葉

は
針
状
に
鋭
く
と
が
り
、
触
る

と
刺
さ
る
よ
う
な
痛
さ
で
す
。

　
ね
ず
み
の
通
路
を
こ
の
葉
で

ふ
さ
い
で
侵
入
を
防
い
だ
こ
と

か
ら
、別
名
を
ネ
ズ
ミ
サ
シ
と
も

言
い
ま
す
。
漢
名
で
は
杜
松
と

い
い
ま
す
。

　
こ
の
ネ
ズ
の
樹
は
鳳
来
寺
開

山
以
前
か
ら
こ
の
地
に
根
を
お

ろ
し
、
風
雪
に
耐
え
、
山
麓
の
歴

史
を
見
つ
め
て
き
た
老
木
で
す
。

大
切
に
保
護
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

�

県
指
定
天
然
記
念
物

ネ
ズ
の
樹

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
本

1996年4月   樹勢回復措置直後撮影

と

し

ょ

う

●問●問●問

●対 ●時●時 ●対●内 ●申
●所

●申
●所

●対 ●時 ●申
●所

●持

●時●内 ●申
●所

●￥
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消防署　　　☎ 22‐1119

防
災
対
策
課
　
☎
22
‐
4
8
0
4

b
o

sa
i@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp
消
防
総
務
課
　
☎
22
‐
4
8
0
2

●問

お
宅
の
防
災
無
線
は

デ
ジ
タ
ル
式
で
す
か

　
平
成
18
年
度
か
ら
3
年
計
画
で

進
め
て
き
た
、
防
災
行
政
無
線
の

整
備
事
業
を
、
平
成
21
年
2
月
で

終
了
し
ま
す
。

　
ま
だ
、
新
し
い
無
線
機
に
交
換

さ
れ
て
い
な
い
方
や
、
新
規
に
申

し
込
み
を
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め

に
消
防
本
部
防
災
対
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

　
次
に
該
当
す
る
世
帯
（
事
業
所
）

に
、
無
償
で
１
台
貸
与
し
ま
す
。

・
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
世
帯

・
市
内
で
事
業
を
営
む
法
人
の
事

　
務
所
や
事
業
所

・
地
震
防
災
応
急
計
画
な
ど
の
作

　
成
の
対
象
と
な
る
事
業
所
で
、

　
す
で
に
地
震
防
災
応
急
計
画
を

　
提
出
し
て
あ
る
事
業
所

◆
そ
の
他

　
防
災
無
線
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
2

月
中
に
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
（
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終

了
後
は
、
古
い
タ
イ
プ
の
受
信
機
で

は
、放
送
を
受
信
で
き
ま
せ
ん
）

　
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
ご
家
庭

で
も
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
活
躍
し
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
使
用
す

る
灯
油
は
危
険
物
で
す
。
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
灯
油
を
入
れ
る
容
器
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。

灯
油
を
入
れ
る
容
器
は
…

　
消
防
法
で
性
能
試
験
基
準
に
適

合
し
た
も
の
を
使
用
す
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
性
能
試
験
に
合
格
し
た
灯

油
か
ん
に
は
合
格
し
た
こ
と
が
わ

か
る
ラ
ベ
ル
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
ラ
ベ
ル
は
最
近
新
し
い
も

　
の
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
過
去

　
の
ラ
ベ
ル
の
も
の
も
今
ま
で
ど

　
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
も
普
通
救
命
講
習
会
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
熱
意
さ

え
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
。

　
12
月
14
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
市
消
防
署
鳳
来
分
署

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

　
大
出
血
時
の
止
血
法

　
約
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
筆
記
用
具

　
市
消
防
署
鳳
来
分
署

　
☎
32
‐
2
8
8
8

※
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
！

　
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て
し
ま
う
と
、

容
器
が
侵
さ
れ
、
変
形
や
漏
出
の

お
そ
れ
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

灯
油
か
ん
の
色
は
…

　
灯
油
か
ん
が
青
色
や
赤
色
に
着

色
さ
れ
て
い
る
の
は
、
紫
外
線
に

よ
る
灯
油
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
で

す
。

　
ま
た
、
灯
油
か
ん
の
色
に
は
指

定
は
な
く
、
西
日
本
で
は
お
お
む

ね
青
色
、
東
日
本
は
お
お
む
ね
赤

色
の
使
用
が
多
い
よ
う
で
す
。
　

灯
油
か
ん
の
寿
命
は
…

　
灯
油
か
ん
は
５
年
を
目
安
に
取

り
替
え
て
く
だ
さ
い
。
ベ
ラ
ン
ダ

な
ど
雨
や
風
、
日
光
の
当
た
る
と

こ
ろ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
灯
油
か

ん
は
劣
化
が
進
み
ま
す
の
で
３
年

程
度
で
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

　
灯
油
か
ん
に
は
製
造
年
月
日
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

現在のラベル

過去のラベル

製造年月日の例
(2007年12月製造)

灯油かん（参考）

●em ●問

●問

●時●所●持 ●内●定●問

ろ
う
し
ゅ
つ
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環境課　　　 ☎23‐7677
　　　　　　�23‐8388
生活衛生課　 ☎22‐0521

●問 本

　
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
「
埋

め
る
も
の
」
や
「
粗
大
ご
み
」
は
、
市

の
最
終
処
分
場
（
鳥
原
埋
立
処
分
場
）

に
集
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
地
区
の

資
源
回
収
日
に
集
め
ら
れ
た
「
埋
立
ご

み
」
や
「
破
砕
ご
み
」
、
自
己
搬
入
な

ど
で
搬
入
さ
れ
た
「
粗
大
ご
み
」
の
中

か
ら
燃
や
す
も
の
や
金
属
類
な
ど
を
回

収
し
、
焼
却
や
再
生
利
用
に
よ
り
適
正

に
処
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
不
燃
物
は
、
破
砕
し
て

減
容
（
＝
容
積
を
減
ら
す
）
す
る
こ
と

で
、
処
分
場
の
埋
立
量
の
抑
制
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

搬
入
さ
れ
る
ご
み
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
も
の
が
あ
る
た
め
、
破
砕
す
る
前

に
作
業
員
が
「
可
燃
」
「
資
源
」
「
不

燃
」
に
選
別
し
ま
す
。

　
中
で
も
、
生
活
用
品
や
家
電
製
品
の

部
品
な
ど
の
金
属
類
は
手
作
業
で
回
収

し
て
い
ま
す
。
地
道
な
作
業
で
す
が
、

資
源
の
有
効
利
用
や
処
分
場
延
命
の
た

め
の
大
切
な
作
業
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
作
業
で
残
っ
た

不
燃
物
は
、
破
砕
後
に
鳥
原
・
七
郷
一

色
・
作
手
菅
沼
の
各
処
分
場
で
埋
立
処

分
し
て
い
ま
す
。

写真右：ごみを下ろす前後2回計量し、差引重量から料金を提示します。
写真左：作業員は搬入されたごみの重量を計量機で測り記録します。

平成19年度の搬入搬出状況（単位：トン）

搬 入 量 搬 出 量

収集分 自己搬入 計 金属類 可燃物

埋立量

計

335 343 678 96 214 310 368

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

�
冷
蔵
庫

�
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
（
折
り
た
た
み
式
）

�
マ
ッ
サ
ー
ジ
機
（
イ
ス
）
�
ガ
ス
コ
ン
ロ

�
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
く
つ
棚
（
10
段
）

�
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
（
6
畳
）

�
洗
濯
機
（
ひ
と
り
用
）
�
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

�
卓
上
ペ
ー
パ
ー
（
紙
）
ド
リ
ル

�
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

�
電
動
ウ
オ
ー
カ
ー
（
健
康
器
具
）

�
学
習
机
（
子
ど
も
用
、
机
の
み
）

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

�
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

�
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン
付
照
明
器
具

�
二
段
ベ
ッ
ド

�
自
転
車
（
大
人
用
）

�
ち
ゃ
ぶ
台
（
直
径
70
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
）

�
柱
時
計
（
ゼ
ン
マ
イ
式
）

�
自
転
車
用
空
気
入
れ

�
卓
上
糸
ノ
コ
ギ
リ

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の

あ
る
方
は
、①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番
号

を
生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

チャイルドシートを解体し、金属部品
を回収するようす。ごみの量が増える
と作業量も増えます。
屋外での作業は、気温や天候によって
作業環境も厳しくなります。

今年7月に導入した新型破砕機（写真中央の黄色の機械）
処理能力は52トン/日で、投入すると10センチメートル程度に
破砕されたごみが排出されます。磁選装置が取り付けられ、金
属類を回収する機能もあります。

※678トンの搬入ごみから、金属類と可燃物計310トンを回収し
　適正処理しました。残り368トンの不燃物は埋立処分しました。
※96トンの金属類を回収した結果、売却収入は249万円になり
　ました。（金属類とは、アルミ、スチール、鉄くずなどです）
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地
球
温
暖
化
〜
頻
発
す
る
異
常
気
象
や

　
　
身
の
回
り
の
出
来
事
と
の
関
連
〜

　
北
極
圏
の
白
熊
の
絶
滅
の
危
惧
か
ら

始
ま
り
、
身
近
に
起
き
る
従
来
と
は
異

な
っ
た
気
象
災
害
の
多
発
、
食
料
自
給

率
の
低
下
と
輸
入
食
品
に
隠
れ
た
仮
想
水
、

は
る
ば
る
運
ば
れ
る
輸
入
食
品
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
指
標
の
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
、

そ
し
て
食
料
品
価
格
の
暴
騰
、
こ
れ
ら

の
地
球
温
暖
化
と
の
関
連
に
つ
い
て
や

さ
し
く
お
話
し
し
ま
す
。

　
12
月
13
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
新
城
市
商
工
会
館
 

大
研
修
室
（
３
階
）

　
埋
田
基
一
さ
ん

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
環
境
文
明
21
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
循

　
環
社
会
推
進
国
民
会
議
 

幹
事
）

※
聴
講
無
料
で
す
。

地球温暖化の影響を受け、絶滅が危惧されるホッキョクグマ
（出典）NOAA写真ライブラリー　
NOAA climate Program Office,NABOS 2006 Expedition.

　
自
動
車
や
工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
た

窒
素
酸
化
物
な
ど
は
、
太
陽
光
線
に
よ
る

化
学
反
応
で
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と

い
う
物
質
に
変
化
し
ま
す
。
こ
の
物
質
の

濃
度
が
高
く
な
り
大
気
中
に
滞
留
す
る
と
、

白
く
も
や
の
か
か
っ
た
状
態
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
い
い
、
私
た

ち
の
目
や
喉
な
ど
の
粘
膜
を
刺
激
し
、
健

康
被
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
県
内
の
発
令
日
数
は
近
年
増
加
し
て
お

り
、
今
年
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
発

令
日
数
が
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た

 

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
健
康
被
害
者

の
多
く
は
子
ど
も
で
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
予
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら
、
で
き
る

だ
け
屋
外
で
の
運
動
は
避
け
屋
内
で
過
ご

す
よ
う
に
し
、
ま
た
、
目
や
喉
が
痛
い
な

ど
の
症
状
が
出
た
ら
、
洗
眼
や
う
が
い
を

し
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
２
か
年
を
か

け
、
公
募
市
民
委
員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
「
環

境
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
明
ら
か
に
し
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
を
定
め
た
合
併
後

初
の
「
新
城
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
計
画
で
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
実

現
し
、
将
来
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

の
協
働
の
組
織
「
（
仮
称
）
し
ん
し
ろ
ア
ジ
ェ

ン
ダ
21
会
議
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
定
め
て

お
り
、
こ
の
会
議
で
、
環
境
ビ
ジ
ョ
ン
を
現

実
に
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
行
動
計
画

「
（
仮
称
）
し
ん
し
ろ
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
を
策

定
し
、
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
、
自
然
環
境
の
保
全
、

ご
み
減
量
、
環
境
教
育
な
ど
様
々
な
「
環
境

の
取
り
組
み
」
に
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
反

映
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
資
格

　
地
球
環
境
問
題
や
地
域
の
課
題
に
対
し
「
自

分
も
考
え
行
動
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
方

※
新
城
市
環
境
審
議
会
委
員
で
な
い
方

募
集
期
間

　
12
月
26
日

（金）
ま
で

申
込
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
は
が
き
、
電

　
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
環

　
境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　k
an

k
y
ou

@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2
（
住
所
不
要
）

　
新
城
市
役
所
　
環
境
課

環
境
課
　
☎
23
‐
7
6
7
7

●問
■本

愛知県内での予報など発令状況および被害状況
（昭和46年～平成20年）

昭和60年代から沈静化していた発令数が、近年急増

しています。 これは、越境による被害も考えられる

のではないかと言われています。

う
め
　
だ
　も
と
　か
ず

●時●所●講
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胃
が
ん
の
お
話
し

シリーズ第18話

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
近
年
、
日
本
で
は
高
齢
化
、
食
生

活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
前
立
腺
が
ん

の
患
者
さ
ん
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
2
0
2
0
年
に
は
男
性
に
お
け

る
が
ん
の
罹
患
率
が
肺
が
ん
に
次
い

で
第
２
位
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
死
亡
者
数
も

増
加
し
、
２
０
２
０
年
に
は
２
０
０

０
年
の
約
２．
８
倍
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
が
発
生
す
る
と
血
液

中
に
大
量
に
流
れ
出
す
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前

立
腺
特
異
抗
原
）
の
量
を
測
定
す
る

検
査
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
あ
ま
り
普
及
せ
ず
、
前
立

腺
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
約
40
パ
ー
セ

ン
ト
は
、
既
に
他
の
臓
器
に
転
移
が

あ
る
進
行
が
ん
で
発
見
さ
れ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
進
行
が
ん
に
な
る

ま
で
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
場

合
が
多
く
、
骨
に
転
移
し
痛
み
が
出

て
整
形
外
科
に
か
か
り
、
検
査
し
て

み
る
と
前
立
腺
が
ん
が
見
つ
か
る
と

い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
「
あ
な
た
は
前
立
腺

が
ん
で
す
よ
」
と
お
知
ら
せ
す
る
と
、

「
排
尿
障
害
も
な
か
っ
た
し
、
血
尿

も
な
か
っ
た
。
ま
さ
か
自
分
が
前
立

腺
が
ん
だ
っ
た
と
は
！
」
と
絶
句
さ

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
た
び
に
私
は
「
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
を
受

け
て
い
れ
ば
も
っ
と
早
い
段
階
で
見

つ
か
っ
た
の
に
」
と
悔
し
い
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
前
立
腺
が
ん
は
早
期
に
発
見
で
き

れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
法
が
あ
り
、

高
い
確
率
で
完
治
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
病
気
で
、
怖
い
病
気
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
進
行

が
ん
に
な
る
と
生
存
率
が
グ
ッ
と
低

下
し
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
は
血
液
検
査
だ
け
の

簡
単
な
検
査
で
、
泌
尿
器
科
以
外
の

か
か
り
つ
け
医
で
も
検
査
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
健
診
・
人
間
ド
ッ

ク
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
こ
の
検
査

を
追
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一

部
の
自
治
体
で
は
積
極
的
に
Ｐ
Ｓ
Ａ

検
診
を
取
り
入
れ
、
前
立
腺
が
ん
の

死
亡
率
が
下
が
っ
た
と
い
う
報
告
が

あ
り
ま
す
。

　
男
性
は
50
歳
を
過
ぎ
た
ら
年
に
一

度
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
こ
の
新
城
か
ら
進
行
性
前
立

腺
が
ん
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

新城市民病院　泌尿器科

　　診療部長 　高田三喜

黒石哲生ほか：がん・統計白書－罹患/死亡/予測-2004.p28.p228（篠原出版社）No.7

（実測値）　　　　　　　　 　　（予測値）

群馬大学データーより

伊藤一人ほか：泌尿器科.13（8）.997-1001.2000を一部改変　No.35

検診発見がんVS 外来発見がん
（PSA検査導入前・導入後とも）
病期D：p＜0.05
病期B：p＜0.05
PSA検査導入前VS導入後

（検査・外来発見がんとも）
病期D：p＜0.05
病期B：p＜0.05

（1982～1991）（1992～1988） （1982～1991）（1992～1988）

り

か

ん

り

つ ピ

ー

エ

ス

エ

ー

り

つ

せ

ん

と

く

い

こ

う

げ

ん

ぜ

ん

し

ん

こ

う

せ

い

ぜ

ん

り

つ

せ

ん

た か だ 　 さ ん き
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19年 36

23

－13

2

1

－1

44

25

－19

46

26

－20

106

101

－5

20年

増減

10月中

神
谷
　
茉
音

寺
田
こ
こ
ろ

岡
田
　
陽
杜

太
田
　
陽
稀

犬
塚
　
永
真

富
安
　
恵
万

近
田
　
鎧
駿

黒
谷
　
美
空

竹
下
　
か
の

山
本
　
翔
惺

小
山
　
里
奈

菅
沼
　
沙
優

田

邉

　
樹

�

安

　
祥

徳
田
　
楓
杏

梅
岡
　
竜
叶

森

野

　
晴

内
藤
　
綾
音

小
野
田
　
皐

内
田
　
弥
陸

原
田
　
楓
介

市
瀬
　
真
希

上
松
　
剣
真

鈴
木
　
颯
馬

松
井
　
温
瞳

松
井
　
心
暖

中
野
　
智
文

安
田
　
実
蒼

女女男男男女男女女男女女男男女男男女女女男男男男男女男女

潤忠ひ
ろ
み

智
士
克
真
敬賢
治
英
知
賀
雅
昌
昭
義
文
春
昭
仙
也
高拓功

治
英
弘
慎
和
貴
之
努修光

教
栄悠
介
章
人
章
人
純
夫
陵
一

名
越
平
井
矢
部
富
岡
中
部

的
場
富
岡
中
部

石
田
平
井
大
野
田

野
田
豊
島
大
野
平
井
庭
野
本
町
川
路
弁
天
川
路
大
野
田

新
城
中
町

平
井
野
田
矢
部
大
海
橋
向
橋
向
寺
林
野
田

氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
 
 
 

☎
22
‐
1
1
3
3

h
ttp

://w
w

w
.q

q
.p

re
f.a

ich
i.jp

/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

10月届出分
10月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

知的障害児者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第１・2会議室

作 手 総 合 支 所

勤 労 青 少 年 ホ ー ム

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

12/1（月）　午前9時　（要予約）

12/1（月）　午前10時　（要予約）

12/5（金）　午前10時　（健康手帳持参）

12/16（火）　午前10時　（健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

12/11（木）午前10時～午後3時※8日（月）正午までに要予約

12/26（金）午前10時～午後3時※22日（月）正午までに要予約

12/10（水）、24（水）　午後1時～4時（要予約）

12/4（木）、18（木）　午後1時～4時

12/3（水）、17（水）　午後1時～4時

12/8（月）　午後1時～4時

12/12（金）　午後1時～4時

12/10（水）　午後1時30分～3時30分

12/24（水）　午後4時～8時　（要予約）

12/9（火）、22（月）午前10時30分～午後2時30分

12/16（火）　午後1時～4時　（要予約）

12/9（火）　午前10時～午後3時

12/9（火）　午前10時～午後3時

12/24（水）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

12/6（土）、20（土）　午前9時～正午　（要予約）

12/13（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

作手保健センター

作手保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

作手総合支所市民福祉課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所経済建設課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

37-2839

37-2839

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

37-2279

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　と こ ろ �　　申し込み・問い合わせ

※

12月の各種相談

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

222

220

－2

4

2

－2

287

253

－34

291

255

－36

1026

1003

－23

19年

20年

増減

分

累計
10月末
現在

ま
　

こ
と
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え
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ょ
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み

み

そ
 

ら
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裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
裁

判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
で
す
。

6
人
の
裁
判
員
と
3
人
の
裁
判
官
が
、
と
も

に
刑
事
裁
判
に
立
ち
会
い
、
被
告
人
が
有
罪

か
無
罪
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に

す
る
か
を
判
断
し
ま
す
。

　
裁
判
員
は
、
20
歳
以
上
の
有
権
者
か
ら
選

ば
れ
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
に
選
任
さ
れ
た

方
に
は
、
毎
年
12
月
ご
ろ
に
、
裁
判
員
候
補

者
選
任
通
知
書
が
届
き
ま
す
。
裁
判
員
制
度

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

裁
判
長
席
に
着
席
!

　
今
年
の
き
ら
め
き
ネ
ッ
ト
の
活
動
は
、
タ

イ
ム
リ
ー
な
研
修
を
9
月
25
日

（木）
に
行
っ

た
。
来
年
５
月
か
ら
一
般
市
民
が
参
加
に
な

る
裁
判
員
制
度
を
勉
強
す
る
た
め
に
、
名
古

屋
地
方
裁
判
所
（
本
庁
）
へ
30
人
で
出
か
け

た
。

　
実
際
の
裁
判
を
傍
聴
す
る
た
め
法
廷
に
入

り
、
手
す
り
で
仕
切
ら
れ
た
席
に
着
席
す

る
。
横
の
ド
ア
か
ら
手
錠
と
腰
ひ
も
で
結
ば

れ
た
被
告
人
が
看
守
に
連
れ
ら
れ
て
入
廷

し
、
弁
護
士
の
前
の
席
に
座
る
。
後
方
の
ド

ア
か
ら
入
っ
て
来
た
証
人
は
位
置
に
着
く
と

右
手
を
上
げ
て
宣
誓
し
た
後
、
検
事
か
ら
の

数
々
の
質
問
に
答
え
る
。
20
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
膨
大
な
資
料
と
、
一

言
も
も
ら
さ
な
い
理
詰
め
の
質
問
が
長
々
と

続
き
、
次
に
弁
護
士
の
質
問
に
移
る
。
本
当

に
テ
レ
ビ
で
見
る
と
お
り
で
あ
る
。
所
内
に

大
小
９
室
あ
る
法
廷
所
は
、
午
前
中
、
次
々

と
流
れ
作
業
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
審
査
を

す
る
と
い
う
。
現
在
は
、
来
春
か
ら
の
裁
判

員
の
増
加
と
ハ
イ
テ
ク
技
術
導
入
の
た
め
の

改
修
工
事
を
、
あ
ち
こ
ち
で
進
め
て
い
る
。

　
一
般
の
人
の
傍
聴
は
出
入
り
が
自
由
な
の

で
一
時
間
ほ
ど
で
退
廷
を
し
、
空
い
て
い
る

部
屋
で
ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
を
受
け
質
疑
応

答
を
し
て
い
た
だ
く
。
裁
判
長
席
に
座
ら
せ

て
も
ら
う
と
い
う
珍
し
い
体
験
も
で
き
た
。

　
　
　
　
（
き
ら
め
き
ネ
ッ
ト
鳳
来
　
峰
野
）

■本●問　　　じょうほう課
�23‐７６２3 �23‐7296
joho@city.shinshiro.lg.jp

※都合により番組内容を変更する場合があります。

11月26日～

12月3日

3日～10日

10日～17日

17日～24日

24日～31日

新城歌舞伎

新城ラリー2008

鳳来寺山もみじまつり

中学生海外派遣団報告会

新城アートフェスティバル2008

毎日5回、15分間放送 ①午前8時　②午後1時　③午後4時　④午後7時　⑤午後11時（内容は、毎週水曜日午後７時に番組入れ替え、一週間ごとに更新）　

あののんニュース（4分） ほのかだより（4分）つくしん坊（2分） ”ホッ“と情報（2分）放 　 送 　 日

地域に密着した番組です。
身近な人が登場します。お楽しみに!

※12月1日から地上デジタル放送12チャンネルでもご覧いただけます。チャンネル調整など詳しくは、

　ティーズチャンネルをご覧いただくか、〔ティーズ〕新城事務所 ☎24-3677へお問い合わせください。

　あなたも「いいじゃん新城」に出演しませんか   

　来年1月の放送から市民の皆さんが地域の出来事・身近な話題などをお話していただくコーナーを新設します。

写真･ビデオなどの映像を取り入れ、2分以内。撮影を12月25日（木)に、文化会館で行います。出演を希望される方

は、12月10日(水)までにじょうほう課へ、メールまたはFAXでお申し込みください。申し込み多数の場合および内容

については、調整させていただきます。 

八名小学校③

八名小学校④

鳳来中学校①

鳳来中学校②

鳳来中学校③

愛知万博メモリアル第3回愛知県市町
村対抗駅伝競走大会出場に向けて

新城アートフェスティバル2008

「課長さん　教えて」

つくでの森の音楽祭クリスマスコンサート

鳳来寺山初詣

ごみの自己搬入

人権週間

図書館からのお知らせ

火災予防

年末年始のごみ収集

市政番組キャラクター
「亀姫」

名
古
屋
地
方
裁
判
所

岡
崎
支
部
刑
事
部
裁
判
員
係

�
0
5
6
4
‐
5
1
‐
8
4
2
8

※
鳳
来
地
区
の
女
性
団
体
「
き
ら
め
き
ネ
ッ

　
ト
鳳
来
」
が
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
研
修
し

　
て
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（アナログ放送）

み

ね

の

ぼ
う
ち
ょ
う

に
ゅ
う
て
い

せ

ん

せ

い

●問
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日　時　12月14日（日）

　　　　午後1時30分

場　所　新城リフレッシュセンター

　　　　（作手白鳥字鬼久保）

料　金　無料

内　容　音楽とともに小中学生と大人の朗読

　　　　で皆さんを本の世界へご案内します。

　　　　ぜひ一緒に楽しみましょう。

　　　　「セロひきのゴーシュ」他

問い合わせ
朗読の会 木の葉のページ
　　　　　　☎37-2613（事務局）

　　　　　　☎39-3150（代表 斎藤）

めざせ！明日のまちづくり事業

「朗読劇を楽しもう」
ようこそ本の世界へ

6歳
（平成14年5月29日生）

父　中野 喜一郎さん

母　　　　めぐみさん（作手清岳）

｢さきちゃん、だ～いすき！
　　いっぱい、いっぱい 遊ぼうね♪｣

里香ちゃん

1歳
（平成19年8月5日生）冴紀ちゃん

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
。

（左）

（右）

　原 裕司さん（島原地区）は、「地域のために、なにかできるこ

とはないか」そんな思いから、大工という職を生かし、地元、日

吉神社の神輿を作りました。

　低コストとエコを実現するため、材料は建築現場から出される

端材を、4年の年月をかけて集め、本業が休みの時を使って約60

日間で作成しました。

　神輿製作には、宮大工の知識と技術が必要。一般住宅にないそ

れらの知識や技術を独学で学び、設計から製作まで一人でこなし

てきました。

　屋根の銅板葺きと担ぎ棒の費用は、区の皆さんの寄附で賄うこ

とができました。「新しい神輿の完成を、区の皆さんと一緒に祝

うことができてうれしいです」と原さんは満足そうでした。

　新しい神輿は10月19日（日）の祭礼で、鳥原区内を練り歩きました。

　体育の日の10月13日（月）、桜淵公園をメ

イン会場として、第14回しんしろスポレク

祭が開催されました。子どもからお年寄り

までがいっしょになって、スポーツ体験を

して、交流を広め、体力づくり・健康維持

を目的に毎年行っています。

〔表紙の写真説明〕

取
り
扱
い
求
人
数

介
 
 
 

護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

94
人

65
人

60
人

266
人

851
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
10
月
末
現
在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望

　
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　
職
務
経
歴
書
な
ど
各
種
書

　
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

　
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　
求
人
条
件
に
関
す
る
相
談

☎
22
‐
1
1
6
0

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
☎
23
‐
7
6
2
3

●問

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
11
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

は 　 　ざ い

は ら 　 ゆ う じ

ど う ば ん ぶ き まかな

み 　 こ し

きいちろう

り 　 か

さ 　 き
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1
9
0
0
年
前
の
ご
先
祖
様
に
出
会
っ
て

　
　
〜
脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
も
の
〜

市
民
編
集
委
員

　
　
門
林

直
人

　
先
日
、
私
の
関
係
す
る
会
社
の
女

性
従
業
員
が
、
年
内
で
離
職
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
て
っ
き
り
、
第
一
子
目
同
様
、
出

産
準
備
と
育
児
の
た
め
に
、
し
ば
ら

く
の
休
養
か
と
思
っ
た
ら
、
今
回
は

そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
。

　
彼
女
の
夫
の
故
郷
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
移
住
す
る
の
だ
と
い
う
。
そ
の
理

由
を
聞
い
て
み
る
と
、
夫
の
帰
国
願

望
の
ほ
か
に
、
医
療
と
福
祉
制
度
の

不
満
が
あ
る
と
い
う
。

　
彼
女
に
よ
る
と
、
現
在
妊
娠
中
だ

が
産
婦
人
科
が
市
内
に
な
い
。
ま
た
、

第
一
子
を
未
満
児
と
し
て
保
育
園
に

預
け
て
い
る
が
、
そ
の
保
育
料
の
負

担
が
大
き
い
。
そ
の
他
、
生
涯
設
計

や
休
暇
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ

の
不
満
が
決
断
理
由
だ
と
言
う
。
彼

女
自
身
、
数
年
間
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

の
留
学
経
験
が
あ
る
の
で
、
こ
の
際

出
産
、
子
育
て
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

し
よ
う
と
決
意
し
た
の
だ
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は

福
祉
国
家
と
い
う
認
識
程
度
で
、
そ

の
内
容
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
早
速
調
べ
て
み
た
。

◇
人
口
約
911
万
人
（
自
然
増
加
中
）

◇
合
計
特
殊
出
生
率
1.85
ポ
イ
ン
ト
　

◇
平
均
寿
命
　
女
82.9
歳
　
男
78.7
歳

　
（
日
本
に
次
い
で
世
界
２
位
）

◇
専
業
主
婦
率
２
％
　

◇
女
性
議
員
率
40
％
以
上
　

◇
付
加
価
値
税
25
％
（
標
準
税
率
）

◇
所
得
の
課
税
率
　

　
地
方
税
29
〜
37
％
そ
の
他
所
得
に

　
応
じ
て
20
〜
30
％
の
国
税

◇
個
別
課
税
制
度

　
税
制
と
国
民
保
険
制
度
は
全
て
の

　
人
に
個
人
課
税
さ
れ
る
（
家
族
控

　
除
無
し
）

　
日
本
と
比
べ
る
と
、
少
子
高
齢
化

問
題
も
無
く
雇
用
の
機
会
均
等
が
進

ん
で
い
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
税
金

が
高
い
。
こ
れ
が
私
の
第
一
印
象
。

で
は
、
そ
の
税
金
の
使
い
道
は
と
い

う
と
…

○
両
親
保
険
制
度
（
両
親
給
付
金
）

　
出
産
に
伴
い
480
日
の
休
暇
が
取
得

　
で
き
、
390
日
間
は
両
親
の
収
入
の

　
80
％
が
支
給
さ
れ
る
。

○
自
治
体
保
育
施
設

　
１
〜
９
歳
の
子
ど
も
を
受
け
入
れ

　
る
保
育
施
設
を
管
理
運
営
。

　
（
１
歳
46
%
　
２
歳
87
％
　
３
〜

　
5
歳
90
％
代
　
6
歳
〜
80
％
代
）

○
高
齢
者
福
祉
制
度

　
年
金
や
そ
の
他
の
保
険
給
付
、
介

　
護
手
配
は
全
て
国
、
自
治
体
が
負

　
担
。
ま
た
、
高
齢
の
親
に
対
す
る

　
財
政
的
責
任
も
介
護
責
任
も
な
し
。

　
（
最
大
の
労
働
市
場
）

○
児
童
福
祉
制
度
他

　
20
歳
以
下
の
医
療
費
免
除
。
学
費

　
給
食
費
免
除
。
16
歳
以
下
の
子
ど

　
も
を
持
つ
母
親
に
は
毎
月
育
児
補

　
助
金
が
支
給
さ
れ
る
。

　
こ
れ
だ
け
み
て
も
、
実
に
う
ら
や

ま
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
地
域
も
、
利
便

性
の
高
い
地
域
へ
移
住
す
る
人
た
ち

が
い
る
。
（
も
ち
ろ
ん
転
入
者
も
い

る
）
決
し
て
移
住
を
否
定
は
し
な
い

が
、
い
っ
た
い
「
安
心
し
て
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
や
地
域
」
と
は
ど

ん
な
も
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

　
も
し
、
安
心
で
豊
か
な
暮
ら
し
が
、

国
や
自
治
体
か
ら
必
ず
し
も
保
障
さ

れ
る
も
の
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

皆
さ
ん
な
ら
ど
う
し
ま
す
？

　　
新
城
市
で
は
、
市
民
自
治
社
会
の

実
現
と
「
新
た
な
公
共
」
社
会
に
お

け
る
「
協
働
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

受
け
取
り
方
に
よ
っ
て
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
は
全
く
逆
の
よ
う
に
も
映
る
。

　
今
は
、
市
民
の
力
に
よ
っ
て
変
化

し
た
新
城
市
を
何
年
か
後
に
、
彼
女

に
報
告
す
る
の
が
楽
し
み
だ
。
そ
し

て
、
遠
地
で
改
め
て
新
城
の
よ
さ
を

発
見
し
、
そ
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
。

か
ど
ば
や
し

　
な
お
　
と


